
 平成２９年度 学校マネジメントシート 

学校名（四日市中央工業高等学校） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 

◯「四中工はあなたの能力を伸ばします！」の指導方針のもと、学習者の視点に立っ

て、全職員の共通理解を深め、学校全体で安全で安心な教育環境をつくり、生徒・

保護者・地域の方々に信頼される工業高校を目指します。 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

◯基本的生活習慣が確立し、基礎学力やコミュニケーション能力の定着のもと、将来

のグローバル社会においても対応できる実践能力や課題解決力を備えている。 

ありたい 

教職員像 

◯企業が望む人材を育てるため、教員自らの授業力の向上に努める。 

◯協働による取組により組織力を高めることが出来る。 

 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

＜生徒＞ 

  分かりやすく丁寧な指導を望み、社会で役立つ知識や技術を身につけたい。 

＜保護者＞ 

  生徒が希望する進路実現が果たせるよう、しっかりと指導してほしい。 

＜企業・大学＞ 

  基本的な生活習慣を身につけ、基礎学力やコミュニケーション力を持ち、社会人

として組織の中で能力を発揮出来る力を身につけてきてほしい。 

 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜家庭＞ 

安全で安心な教育環境のもと、生徒

の能力を伸ばして欲しい。 

＜企業・大学＞ 

  挨拶や礼儀などの基本的な生活習慣

を確立させて欲しい。 

＜地域社会＞ 

  生徒の地域社会における規律遵守と

地域行事への参加等協力が欲しい。 

＜家庭＞ 

  学校の教育方針への理解と協力、及び

躾等での家庭教育との連携が欲しい。 

＜企業・大学＞ 

  継続的な受け入れをして欲しい。技術

指導等外部教育の面で協力して欲しい。 

＜地域社会＞ 

  地域が学校と手を携え、一緒に子ども

たちを育てて欲しい。 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

・学校保健委員会が牽引し、生徒の健康・衛生管理等に一層力を注いで貰いたい。 

・就職や進学保障が十分な中での入学希望者の減少は、工業高校卒業生の地元や社会

への貢献度に対する周囲の理解を十分に得られるような魅力ある学校づくりを行

うことが、大きな課題であり目標となる。 

・学校全体での取組が生徒指導の充実と進路保障に繋がる。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

 授業規律の確立が進んできたが、より一層の充実に努め、生徒が傾聴の姿勢で授業

に臨むような授業の展開を行うことが課題である。 

 組織の中での対応力やコミュニケーション力を養うと同時に、生徒一人ひとりが基

礎学力を向上させることが必要となっている。 

学校 

運営等 

部活動の活発な学校として中学校や地域、企業からの評価は高い。工業高校生とし

て専門分野に精通し、グローバル化等の社会変化に対応できる力を身につけるととも

に、部活動をとおして磨かれる強い精神力と身体を兼ねそなえた職業人を育成するた

め、組織力向上の取組を充実させる必要がある。 

 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

・生徒が授業規律を遵守し、基礎学力の向上に資するしくみをバージョンアップします。 

・生徒の基本的生活習慣を確立し、挨拶や時間の遵守など社会生活での対応力を育てます。 

・低学年次からのキャリア教育に取り組み、生徒に組織や社会における対応力、コミュニケーショ

ン力を身につけさせ第１志望の合格内定者増を目指します。 

・温かい人間関係づくりや仲間づくりの取組をとおして、他人を思いやり、痛みの分かる生徒を育

て、尊い命を大切にするこころを育む教育の取組をめざします。 

学
校
運
営
等 

・生徒に提供する授業内容を工夫改善し、学力向上に繋げるため、小グループによる授業公開等を

行い、教員の授業力向上を図る取組を行います。 

・学校活性化のための取組を進める上で、全職員が学校の課題を共有し、県立高等学校活性化計画

を踏まえて多様な教育課題へ組織的、協働的に取り組むことができる集団づくりを進めます。 

・教職員が、意欲的に業務に取り組み、充実感を得ることができるよう、組織の目的を共有する対

話の場をつくり、教育活動全般の刷新と業務内容のスリム化や課外活動の指導の工夫等により、

総勤務時間の縮減を図ります。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する項目 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導の

充実 

・朝の５分間トレーニングのバージョンアップに取り組みます。 

【活動指標】生徒の実態に応じた内容での実施 

【成果指標】年度末調査における教職員によるプラス評価７０％ 

年度末記入  

◎ 

 

キャリア教

育の充実 

 

・低学年次からキャリア教育に取り組み、組織の中での対応力や

コミュニケーション力を養う。 

【活動指標】多様な進路ガイダンス等の実施 

【成果指標】生徒の進路実現に対する満足度９０％ 

年度末記入  

◎ 

 

生徒指導の

充実 

・自転車通学マナーの向上や挨拶指導、服装指導を年間通して取

り組みます。 

【活動指標】日常の指導に加えて学期に１回の強化取組を実施 

【成果指標】年度末調査における教職員によるプラス評価６０％ 

年度末記入  

※ 

 

人権教育の

充実 

・人権感覚豊かな学校環境づくりと仲間づくりを進め、命を大切 

にするこころを育む教育の取組を行います。 

【活動指標】人権講演会、人権 LHR、中央祭や保健部行事等の学

校行事の活用 

【成果指標】年度末調査における教職員によるプラス評価７０％ 

年度末記入  

◎ 

改善課題 

年度末記入 

 
（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する項目 「◎」：最重点取組 



項目 取組内容・指標 結果 備考 

 

組織運営 

・協働による取組と課外活動等の指導の工夫により総勤務時間の縮

減を図るとともに、県立高等学校活性化計画を踏まえた学校の教

育課題への取組を進める。 

【活動指標】 

（１）定時退校日の設定 

  ・原則月曜日を定時退校日とし、原則日に実施できない場合は

別の日に週１日以上設ける。 

（２）ＮＯ部活デーの設定 

  ・原則月曜日をＮＯ部活デーとし、原則日に実施できない場合

は別の日に１日以上設ける。 

（３）会議時間の短縮と会議数の削減 

  ・会議時間を６０分以内を目途とする。 

  ・年間会議数２０％削減を目指す。 

【成果指標】年度末調査における教職員によるプラス評価６０％ 

（１）年間休暇取得日数の前年度比２日増を目指す。 

（２）総勤務時間の前年度比３％縮減を目指す。 

年度末記入  

◎ 

チームワーク

の向上・意欲の

増進 

・四中工の未来を語る会等を始め職員による交流会を開催し、今後

の学校の特色化の推進を図ります。 

【活動指標】年２回の実施 

【成果指標】参加職員の満足度７０％ 

年度末記入  

 

地域との連携 

・工業高校としてのものづくり教育を充実させ、その成果や教育活 

動の内容を地域へ積極的に発信し、学校に対する理解を深め、地

域との結びつきを充実させます。 

【活動指標】年５回の発信活動 

【成果指標】地域の満足度７０％ 

年度末記入  

※ 

改善課題 

年度末記入 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになっ

た改善課題と

次への取組方

向 

年度末記入 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

年度末記入 



学校運営につ

いての改善策 

年度末記入 

 


